










堀 口 隆 志
1.は じめ に
「もの」を ヒ体 と し伝達機能 を目的 として立体 的 に環 境 を構成 してい く博物館
にお け る展 示は,音 響 や映像 など現 代の情 報科学 の応用 によっ て,覘 模 ・質 と
もに箸 しい発達 を遂 げて きて いる。 それとと もに この展示 に投 じられ る費用 が
膨 大な もの となって きてい るの は周知 の通 りであ る。 デ ィスプ レイは伝達 時点
におけ る有効性 が極 めて高い といわれ ている。 デ ィスプ レイの一分野 で ある博
物館展示 は,展 示理念,展 示 技術,具 体的 手法 な どの 充分 な研 究 と綿密 な準備
が行 われたLで 展開 されてい くもので ある。 しか しなが ら,実 施 された各展示
の有効 度合の価値判断 は不特 定利 用者 を対象 として いるため,甚 しく困難 とい
われ,展 示科 学の なかで も重 要な課題 となってい る。 これ までの博物館 に対 す
る評価 は,と もす れば建 築 に対す るもの であ った り,全 体 の規模 や収 集資料 の
疑と質 に対す る評価 に とどまるこ とが多い。 しか もそれは有名 人や権 力者 あ る
いはマ スコ ミの評 論がその まま博物館 の評価 として決定 づけ られて しま う傾 向
にあった。
博物館 の個 々の展示 は 見せ る側 と見る側 の接 触点 であ り,い くつ かの接触 点
の連続 によって,見 る側 は展 示 全体 が何 を語 りかけるのか を知 るので ある。 博
物館 の展 示 はこの見 る側 の立場 にい る多 くの一般利用 者の反応 を得 て評価 され
るべ きもの と考 える。本研究 は調 査 した博物館 の性 格 か ら児童 ・生徒 を対象 と
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した行動追跡 によって展示 との接 触時 間 を測 り,.検討 を 冂々え.展 示効 果の有無
を測 定 す る方法 を探 ろ うとす るもの であ る。
2.博 物 館 と展 示 の フ ィー ドバ ッ グ
博物館 は博物館法 第2条 で 「資料 を収 集 し,保 管 し,展 示 して教育的 配慮 の
下 に一般 公衆の利用 に供 し,そ の教養,調 査研究,レ クリエ ー シ ョン等 に資 す
るための もの」 と規定 され,ま た社会 教育法 第9条 で も 「社 会教育 のための機
関」 と明記 されてい る。1977年3月現 在,日 本 の博物 館 は1503館あ り,全 国的
普及 の段 階 に入 って久 しい。 主 な492館の年 間博物館 利用者 は,1976年で9274
万 人に及ん でい る。,,,
1971年社会教育審議会 は急激 な社会構 造の変 化 に対処す る社 会教 育 のあ り方
にっ いて,生 涯教育 の観点 か ら社会教 育の振 興 を図 る よ う答 申 した。 また,
1973年にユ ネスコのフ ォール委員会 が その報告 書121において教 育の発展 を社会
の歴史 的発展の 中に位置 づけ,生 涯教 育(careereducation)の観 点 か ら教育
全体 を見直 そ うとして 「completeman」の育 成 をめ ざす学習 社会 の建 設 を提
唱 した。 さ らに,文 部 省では社会教育 関係の1978年度予算 の編 成 に当って,社
会教育 の総合的推進 を図 るため博物館 を生涯教 育事業 の展 開r.不可 欠の機関 と
して位置づ けてい る。131これ らを背景 と して1970年以降新 設の 公立 博物 館 は,
か っての珍 品の展示 や建物 で威厳 を示 していた博物館 か ら脱皮 し,市 民社 会の
中で市民 によ る自主 的 な自己教育 の場 あ るいは知的 レクリエ ー ションの場 とし
ての存在 とな るよ うに,設 立時 に対社会教 育 目的 に合致 した ところの展示 や設
備 を持つ よ うに なり,規 模 も大型 化 して きて いるので ある。
博 物館の 内在 的機 能は 〈収 集 ・保 管〉〈調 査 ・研究〉〈公開 ・教育〉 で あるが具
体的 活動 と して恒常 的館 内活動の 外 に特 別展,巡 回展,友 の会,ボ ラ ンテ ィア
によ る展 示解説,造 形教 育,見 学 会,講 演 会 など館外教育 活動 も活発 にな って
きてい る。4旧
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学 校教 育 では児 童,生 徒,学 生 を対象 として それ ぞれの知 的発達段 階 に適 し
た到達 目標 によ って教 育 が行われ,そ の評 価は教育 によ って生 じた人間 の行動,
人格 の変 化 を 一定 の価値基準 に照 らして判 定す る過程 で あ り,こ の評価 の結 果
は教授 法 の適 否 を問 い次の授 業の資料 として活用 され る。、6i学校 教育 との関連
で科 学技術 系博物館 をと らえるとこれ らの博物館 は科挙 技術教育 の場 と して学
校教育 の補遺 的役割 を持 って いる とい えるであろ う。
さて,巾 広 い年令層,広 範囲 な教 養度,異 った利用 目的 を持 つ利用者 を対象
に 〈資料一 もの〉 を見せ,そ の周 囲 にある情 報の伝 達 を目的 とす る施設 で あ る
博物館 には,い ずれの対象者 に も満 足 を与 えるレベ ルで博物館 の展示理 念 〈な
ぜ その資料 が選 ばれ,そ こに展示 され る必 要 があるのか とい う根拠 〉 を明確 に
し,学 芸 員独 自の演出 を加 えて創 造的 発想 の展示の完成 を図 る努 力が必要 で あ
る。 入間 は他の動物 に比べ視覚 が著 しく発達 してい るとい われてい る。視覚 は
人間の 行動の基本 となるもので あって,物 事の認識 や判 断,そ して その 対応 の
中心 とな る。 したがって博物館 において も視覚 を主体 と した伝達 手段 の効 果的
利用 が学 習 者との繋 が りをよ り強化 す ることにな るのは間違 い ない。展 示伝 達
に独特 の効 果を発揮 す る手段 と しての デ ィスプ レイ技法の習 得,あ るいは専門
デザ イナー(た だ し,感 覚 的独走 は許 されない)の 利用 は極 め て有効 といえ る。
社 会教育機関 であ る博物館 に とって 厂入館 者は最 も重要 な要素 であ り,入 館
者が なければ博物館 は何の意味 も持 たない171」とい うのは至極 当然 の ことであ
る。エ キ ジビシ ョンにおけ る会場 参加 時点 までの行動特性 につ いては森氏81が
「エキ ジビシ ョン計画の研究」 の なかで触 れ ているが,こ こでは会場 参加時 点
の次の時点 で ある入館者 と展 示 との関 係 に焦点 をあててい る。 この関係 をコ ミ
ュニ ケー シ ョン(communication)の形態 と して考 えるな らば展 示の場 は博 物
館 とい う情 報の送 り手 と個 人の受 け手 との接点 であ りパ ー ソナ ル ・コ ミュニケ
ー ション(personalcommunication)の場 とい える。 そ こで は情報 の送 り手
は受 け手の反応 に応 じて 自分の話 し方や 内容 を変 えてい く必要 を覚 え る。 それ
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は話 し方 や内容 の調節 を必要 とす ることであ ってコ ミュニケー シ ョンの フ ィー
ドバ ック(feedback)191と呼 ばれ るもの であ る。
ダ ンカン ・F・ キ ャメロ ンは1971年ICOM(国 際博物館 会議)に 提 出 した
論文X10のな かで 「学芸 員は博 物館 の情 報伝達 システムにフ ィー ドバ ックの環 を
っ くる こと」 を強調,「利 用者の反応 の連続的 フ ィー ドバ ックを持た ねば な らな
い」 と述べ てい る。
京都市 青少年科 学 セ ンターで は時 間 を決 めて展 示の実演 と解 説 を 「演 示」 と
と して実施 して いる。解説 員は その時 の児童 ・生徒の レベ ルに合 わせ導 入 を図
っ てい るよ うに見受 け られた。 この演 示 におけ る受 け手の反応 の集積 は確 かな
コ ミュニケー シ ョンの フ ィー ドバ ックとなってい ることで あろ う。 とこ ろがこ
の よ うな展示効 果の有効度 につ なが るフ ィー ドバ ックの内容 の公開 は非 常 に少
な く,よ く発表 されるの は利 用者の年 令別,性 別,地 域 別 入場 者数 な ど人 口統
計学的 デー タで ある。 尤も自館 の展示 評価 に少 しで も了 イナスの結 果 を出す こ
とがあ るフ ィー ドバ ック内容 の発表 を敬遠 しが ちになるの は解 らぬで もな い。
しか し,利 用 されない展示 は単 なる飾 りかデ ッ ド ・スペー ス とな って しま うの
を忘 れ てはな らない。 カー ル ・E・ グー ズは 「展示 は決 して不動 で はない。常
に改良 を目指 して研 究 されねば ならぬ もので,恒 久的展 示 とい えども変 化 しな
ければ な らない。 どんな提 案 で も展示 の魅 力 を増 す もの な ら,一 応 試み てみ る
値 うちはあ る。展示 を計画 し,来 館 者 の反応 を読 み と り,体 験 の指 示す るとこ
ろ によって展示 を変 えてみ るの で ある。 これ には時 間 と努 力が必要 で あ るが,
やってみ る値 うちは ある。 なぜ なら博物館 の特 質 ・目的 を要約 して示す ものは
その展 示 に外 な らないか らであ る司 と述 べて いる。曲 しか し,わ が国の現状 で
はフ ィー ドバ ックを基 に した改良 は,そ れ に伴 う予算 が設立時 に比 較 して驚 く
ほ ど少 ないため実現 されない館 が 多い。 それ だけに的確 な効果測定 法 によ る体
験 の積 重ね,情 報交換 による事 前の周到 な準 備 が望 まれ るの であ る。
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3.広 告 にお け る効 果 の 測 定
伝達 効果 の研究 は,映 像社会 の出現,高 度成長経済 への移行 とともに爆 発的
に伸 長 した広告 界の業績 に著 し く寄与 した。年 間総広 告費 が1兆 円 をは るかに
超 える現在,こ の広告 に対 す る巨額 な投 資 が 日本経 済発展 に及ぼす影響 力 もま
た絶 大 であ る。企業 に とっての広告 は トー タル ・マー ケテ ィ ング ・ス トラテジ
ー(totalmarketingstrategy)の一環 と して最大の効果 を狙 い,諸 科 学 を活
用 した学際研究(interdisciplinary>としての関心 を集 め てい る。広告 活動
は広告 の受 け手 であ る消 費者 の全体 像 の明確 化 か ら幾 つ かの ステ ップ を踏 んで
実施 され,広 告効 果の測 定→評 価の循環 によって行 われ,そ して繰返 され る。
広 告効果調査 は通常,統 計理 論 に基 いて設計 された標 本調査 によって行 わ れ,
閲読 率,視 聴率,聴 取 率,知 名 率,理 解 率,態 度,購 入意図,購 入の 有無 な ど
が広 告実施 の前後 に調査 され る。広 告側 の期待 す る広 告効果 は,商 品 の特性(ま
たは企業 イメー ジ)の 認知 →理 解 し好意 を持 って も らう心理 的変容 →購 買喚起
と進 むそれ ぞれの段階 での成果 で ある。 この効 果測 定結 果が各時点 の 目標 に対
す る実績 で あ り,そ れ ぞれ にフ ィー ドバ ックされ て次 回広 告計画 の貴 重 な資料
とされ る。
主 な広 告計画測定 法 を簡単 に説明す るどID
a)面 接 法 訪 問面接 によって記憶 を尋 ね る。
b)質 問紙記 入法 自由回答,選 択肢 選択,面 接 質問記 入。
c)記 録法 視聴 記録 を日記式 に記入 して もら う。
d)電 話 法 電 話 で調査事項 を尋 ね る。
e)機 械 法
1)プ ログラムアナ ライザ ー
(番組 分析 器)興 昧喚起,場 面 分析,一 定 間隔 にボ タ ンを押 して もら う。
2)集 団反応測 定機
質 問紙 の代 りにボ タンを押 して回答,電 子 計算機 で即 時 に集計 される。
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3)皮 膚電 気反射測定機
(GalvanicSkinReflex)生理 現象 をとらえた もの。
4)オ ーデ ィメーター
(ニールセ ン社)一 分毎 のテ レビ視聴 状況 を記録。
5)ビ デオ メー ター
(ビデオ リサーチ)一 分毎 の テ レビ視聴状況 を記録 。
6)タ キス トコー プ
瞬 間露 出 による注 目度や記憶 効果 を測 定。
7)Tメ ー ター
タキス トコー プにス レッシ ョル ド ・スピー ドを考慮 した もの。
8)ア イカメ ラ
視 点移動 の軌跡 を追 求。
9)ピ ュ ピロメー ター(pupilometer)
瞳孔拡大測 定器で 情動 や感情 が動 くと瞳孔 が拡 大す る原理 を利用)。
10)ARB(AmericanResearchBureau)
電 話 とテ レビがコ ネク トして あ り,視 聴状 況 を刻 々電話線 で受信 す る。
11)SIA(StorageInstantaneousAudimeter)
(ニー ルセ ン社)電 話 回線 を使 い コ ンピュー タと直結 。
12)ギャラ ップ ・レーテ ィ ング(GallupRating)(トラスコ ム)
専用回線 を使 って ミニ.・コ ンピュ・一 タで集 計,5秒 毎 に視聴 率 をTV画
面 に数値 で示 す。
以上 で あるが機械 法 では心 の変容 の一部 しか測 定 で きない。消費者 意見,購
買意識,購 買実態 調査 あ るいは広告 の質的評価 調査 は質 問紙 法 によ るの が殆 ん
どで ある。C・E・ オスグ ッ ドのSD法 はマ ーケテ ィング調査技 術 のな かで心
理学 的基礎 を持 つ イメージ測定 の最 も有力 な方 法 と してわが国で は広 く利用 さ
れてい るが,利 点 とともに弱点 も指摘il9されてい る。広告効 果測 定 の研究 につ
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い ては種 々行 われてい るの でここでは詳 しく触 れないでお くが,覚 えてお きた
いの は情 報の受 け手 と接触 のない広 告 は何 の価 値 もない とい うこ とで あ る。現
在視聴 されてい る(受 け手 が広告 に接触 してい る)状 態,す なわ ち到達効 果の
ひとつ を機械 的 に量 として明確 に測 定 で きる視聴 率測定 法は信頼性 が高 い とい
えるで あろ う。
4.エ キ ジ ビ シ ョ ン に お け る効 果 測 定
デ ィス プ レイに対す る評価 を決定 づ け るものの尺度 を作品の造形性 にお くこ
とが 多 く,受 容者 で ある観客(利 用者)の 受 け とめ方 を測 定分析 した ものは少
ないのが現状 であ る。
1970年関西 大学 計画科 学会,展 示科 学研究 所,大 阪科 学技 術 セ ンターはEXP
O'70でエ キジ ビションに関す る総 合効果測 定1141を行 い,エ キ ジ ビシ ョンをどの
よ うに展 開す れば最大の価値,効 果 を生 む かの手 がか りをつ か もうと した。 一
般調査 は一次,二 次 に互 り計1086名を対象 と し,一 般用 ア ンケー ト用紙 質問項
目につい て調査 員が現場 で面接 記入,集 計は大阪科 学技術 セ ンターのFACOM
230-20コンピュー タによって処理 された。EXPOと い う巨大 なエキ ジ ビシ ョ
ンの効 果測定 を今 まで実施 した国は なかっ たといわれ る程 の もので ある。一般
調査 の他 にデ ィス プレイ専門調査 を82のパ ビリオ ンにつ いて も行 って い る。 こ
の場 合,調 査 員が各パ ビリオ ンへ入館 して,パ ネル,パ ノラマ,映 像等11の調
査項 目につ いて5段 階採点法 によ り記 入す る方法 をとっ ている。 結論 の なかで
分析 者古 田氏 は 厂展 示効果 について は,芸 術 家 や建築家 や いわゆ るエ キ ジビシ
ヨン ・プロデ ューサー なるものが満 足 して練 り上 げたプ ラ ンが必 ず しも観客 の
満足 す る もので なかった」 と言及 して いる。
同 じEXPO'70におけ る日本館 の反響 調査naを日本館 事務局 が実施 してい る。
1163万人 の入場 者 が日本館 の建 築や展示構 成,映 像 内容 に対 しどの よ うな評価
を持 った か,出 展 意図 をどの よ うに受 けとめたか を調 べ た もので ある。 調査 は
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ア ンケー ト調査 によ る評価 把握(日 本 人対 象1000人,外国人対象100人)と 滞
留時 間調査642人 を併 せて行 ってい る。調査 方法 は質問紙 による直接 面接 法。
滞 留時 間調査 は カー ド配布 法で実施 。評価 は評定尺度法 を用 いてい る。展示 に
関連 した調査 の一部 を紹介 す る と,
Q.5日 本館 を見終 ってのあ なたの ご感想 はつ ぎの どれにm近 いで し ょうか。
① 非常 によかった ② まあよかった ③ あま りよ くなかった
④ 全然 よ くなかった
回答(全 体平均)①30%②57%③12%④1%
Q。6展 示 の しかた
① じょうず ② へ た ③ ど ちらともい えない
回答(全 体平均)①50%②11%③39%
で あって展示 の しかたにつ いての 質問は非常 に大 まかな表現 なので,さ ぞ回答
者 も困ったで あろ う。 いずれ も今後 の展示 設計 の資料 になる程 の もの では ない。
なお,平 均滞留 時間 は77.4分で あった。 これに対 して前述 の関西大学計 画科 学
会他 の総 合効 果測 定 「デ ィスプ レイ専 門」 では,調 査項 目11のうち例 えば 〈映
像 につ いて>O有 無 ○理解度 ○興 昧度 ○印象性 ○ユニー ク性O主 題性 ○芸術性
○娯楽性 ○臨場 感 ○驚異性 ○科 学的手法 ○新技法
と,か な り詳 し くチェッ クしてい る点 で価 値 が高い。 しか し,こ れ は記 入者 が
デ ィスプ レイの専門分野 に属 して いる ことか ら,デ ィスプ レイ技 法観点 か らの
記 入 が多 く,各 展 示 と観客側 の反応 をと らえた もので あった とは言 い難 い。
5.博 物 館 の展 示 効 果 測 定
文部 省社会教 育局は1975年に神 奈川,伊 丹,徳 島,鳥 取 の各博 物館 に 「博物
館 活動振興方策」 の研 究 を委嘱 してい る。
徳 島県博物館 の場 合は 「教育 活動 を活発 に し,そ の デー タを考慮 して行事 を
行 い,テ ーマ展等 を主体 に展示効 果 を分析 し効 果的 な展 示法 を追 求す る」Il臼を
.:
目的 としてい る。 この研究 で注 目され るのは,展 示法 に各種変化 をつ け,展 示
に対ず る利 用者反応の調査 を自然観察 で行 い,展 示 区分毎 の観察 所要 時間 を測
定 す る方法 をとったこ とで ある。 このデ ー タを分析す る と例 えば 「動物 とは何
か?」 のパ ネルは6mの 間口 を持 って いるが,こ の1m当 りの観察所 要時 間は
10才台 の男女 で平均2.3秒で あ り,殆 んど読 まれ てない ことが判 るの であ る。
伊丹 市立博物館 の場 合は 「常設展 示 を中心 と して展示 活動 に実証 的 な点検 と
診断 を加 える とともに地域 におけ る総合博物 館 としての効果的機 能発揮 の方向
を探 る」 を目的 と して いる。naそして研 究調査項 目の第1に 常設展 示現状 の分
析 を目的 とした利用者 に対 す るア ンケー ト調査 をあ げて い る。
伊 丹市 立博 物館 の実施 した調査 か ら
調査期 間 昭和51年2月
調査 対象(イ)小学 生 ・クラス単位 計285名
(ロ)一般 来館 者無作 為抽 出 計129名
調査 方法 質問紙 法
一例 ,イ.考 古 関係 の展示
(ロ)説明文の難 易度
.・
イナノ3年 コヤノサト3年 イナノ5年 コヤノサト5年 一般来館者
男 女 男 女 男 女 男 女 児童 生徒成人
むずかしす ぎる 31.9'17.15.318.820.835.745.053.730.88.15.0
ち ょ う ど よ い 66.082.9., 78.179.260.745.039.067.381.195.0
や さ し す ぎ る 2.1 0 2,6 0 0 0 5.04.9 1.910.8 0
無 回 答 0 0 2:63.1 0 3.65.02.4 0 0 0
計(%) 100.01 0.01 0.01 0.01100.01 0.0ioo:o100.01 0.01100.0
ホ.常 設展示場 で興味深 かった もの 〔Oは各層 におけ る最高値)
この よ うな質問紙 法 による調査 は非常 に多 くの調査 に使用 され,知 覚,欲 求,
動機,期 待,過 去経験 な どをとらえてい るが,こ れ は被験 者 の報 告 を受 け るの
で,被 験 者 の言語 的能 力や判断 力 に依存 す るこ とにな り,行 動経 過の客観 性 に
期待 され難 い面 を持 っ てい るとい える。 これに対 して自然観察法 による調査 は
観察 者 と被 観察者 の間 に計画的 な もの がな く,被 観察 者 に圧 力が かかる ことは
ない。 また,写 真 や ビデオで行動 を記録 して観察 の客観性 ,妥 当性,信 頼 性 を
高 め るこ とがで きる。
伊 丹市 立博物 館 の場合,質 問紙 に対 す る回答 を筆者 自身の 自然観察 法 によ る
同館 調査(後述)と比較す る と信頼 性 に疑 問 を持 たせ るい くつ かの点 があ る。例
えば,〈ロ.説 明 の難 易度 〉 では97%が回 答 を してい るが自然観察 では説 明文 を
読 むの に充分 な時 間 をとっ てない者 が殆 ん どなのであ る。(注.日本 語 の読 書速
度 は高校 卒以上 で60秒で約270字 で ある。270字とい えば90cm×90cmの展 示 パ ネ
ル に書 き込 む文字 と してはほぼ埋 ま る量 であ る。訴 えたい内容 をで きるだけ短
く表 わす適 当なサ ブヘ ッ ドの併 用の研究 を進 め る必要 があ る。)また,〈ホ.興 味
一70一
イナノ3年 コヤノサト3年イナノ5年 コヤノサト5年 一般来館者
男 女 男 女 男 女 男 女 児童 生徒 成人
大 む か し (35)19 (26)10 (16)17 (32)31 19 16 12
御 願 塚 古 墳 19 8 11 1 4 4 11 6 10 8 9
伊 丹 廃 寺 16 4 13 7 5 3 9 7 7 8 12
行 基 14 17 9 3 2 0 6 6 3 10 7
中 世 14 4 12 7 2 4 11 3 2 3 5
江 戸 時 代 24 15 21 8 9 12 24 19 14 10 10
酒 造 り 道 具 34 28 (zs>20 11 (23)23 (33)(39)(21)(21)
文 学 13 6 15 6 0 0 9 4 7 4 7
教 科 書 31 (31)23 (27)3 8 14 13 30 11 12
あ か り 19 21 19 15 8 15 21 19 13 12 7
無 回 答 0 0 0 1 1 0 3 1 0 2 1
深 かった もの〉 においてもアンケー ト結果と実際の接触時問 を比べ ると見学方
法の違いからくるものもあろうが,回 答 に偏 りがあるのを見出すことがで きる。
博物館の展示効果を利用者の学習の到達度 と考えるならば,到 達目標 を明確
にして,そ の達成度 を測 らなくてはならない。 しかし博物館 の利用者たちに対
して,学 校で行 うような画一的テス トを実施することはで きない。それは利用
者個人の学習活動 を必要とする理由や,利 用者の状態や能力,学 習課題に対す
るレディネス等がそれぞれに異なるか らである。展示 を学習材料 と見る場合,
視覚的には展示に適応 した認識時間が必要であ り,視聴覚 による情報の場合は
ONか ら自動的OFFま で,動 力利用の展示は一巡の間の時間経過が必要であ
る。学習到達 に要する時間は,一 定の接触時聞である。 この接触時問測定が博
物館展示効果測定の基礎 になると考 えられる。
見 られない広告価値 はゼロに等 しいのと同様 に見流 しただけの利用者に対 し



























































近世の村 と町 近代の産業 伊丹市のあゆ
館内一部
調査 は伊丹 の地 形,
地史,酒 造 りの道具,
伊丹 市域 は動線 設計 上












B°丹 市立 博物 館展 示 ブロ ッ ク別接 触 時間
駈
ミ




b レ・ ・ …1・1・ … ・ ・ 「・1・ … IrnI in ,、 丶一_一 一一一 一
凱伽 一11ρ ← 臥 °゜・一一 仁…OF-6.000-→-8・5・・一 ト ー7,600-4,… 一 ト ‐s,… 一+3脚 →6・・{s・・+6・・+6・1-4・5D・一 ト ーβ・。・。一+2,500+2,500十2,000一
展示間口
v
櫛 府基伊丹廃寺 塔 古墳弥生時代 家屋 耗文旧石器時代 地 史 地 形 の 変 化 研丹の貝' 伊丹台地の形成 周辺の地貿 貝 骨 鳥 昆虫 毘陽池の生物 伊丹の野單 イ ヌ ワ シ 食物珮 国 蝶/
⑲ ⑦ ③ ●oo● 0 ●O 0 ⑳ 0 ⑩
1
⑱ F2A1
000 0 0 0 000 0 0 0
1
⑬ ③ 秒 a z
0 0 0 ⑭ 0
.
0 0 ⑳ 8 8
0 ⑥ 0 ⑤ 0 O
1
0 w ⑬ ⑥ ⑪ ⑫ ⑲ 8 4
●00 0 ⑪ ⑬ ⑮ 0 ○ ● 0 ⑬ 0 ⑭ ⑰ ⑮ ・ tO
.
⑥ ⑳ ⑤ ⑮ ⑮ ⑯ 0 8 Ile
0 0
■






⑪ ⑲ ⑫ 4y;8
0 ① 0 0 ⑭ ⑳ ⑥ 4 9
0 ⑤ ⑯ ⑫ ⑥ ⑧ ⑪ ⑳ ③ 4 10
⑮ ⑫ ⑲ ⑪ ⑧ ⑪ ⑫ ⑬
1
⑥ 0 0 0 ⑯ 0 ⑥ 4 11
000 0 o. 0 ㊧ ⑯ ⑭
1
0 6 i2
●00 0 000 0 0 ⑭ 0 ⑭ ⑮ ⑮ ⑮ 5 is
7 Oo 0 0 6 14
⑱ 0 0 s IS
0 OO ⑥ s 16
⑮ ⑤ ⑭ ⑮ ⑮ 0 0 0 0 ⑮ 00 ey17
0 0 0 ⑫ 0 0 ⑳ ③ 4女 16
00 ⑳ ⑫ 4 19
⑫ ⑲ ・ ●Ooo ⑳ O ⑩ ⑬ ⑲ ⑭ ⑩ ⑥ ⑳ 4 20
0 0 ⑳ ③ 5 zi
⑮ 「 0 ② o ⑭ 0 ⑮ 0 ⑬ ⑳ 0 5 22
⑳ r● ⑯ ⑩ ㊧ ㊧ ⑯ ⑮ ⑫ ⑳ ⑮ ⑳ ⑮ ⑮ O 0 5 zs
00 0 ⑯ 0 ⑳ ⑥ O 6 24
⑳'・ 0 00 ⑫ ㊥ ⑮ 0 ⑭ ⑯ ⑳ ⑤ o 0 ⑩ ④ ⑱ ⑯ ⑳ ⑬ s
■
izs
⑳ ⑳ ⑩ ⑩ ⑳ ⑩ ③ 0 0000 ㊨ 0 ⑳ 0 +@0 00 ⑳ ⑩ ⑤ ⑩ ⑳ OOOO ⑤ ⑳ 0 ⑳ 0 r・男 26
0 0 ⑪ 幻
i.
1 0 0 0 O 8 28
O 0 1女豹
0000 00 0 00 o D 0 8y80













展 示 平 面、..
● ●
F1… ・ 『 ・ 州 ・1..…1
●
1△…1・1… 州 ・ …
卜4,0。0一ト7,000--1-・4,000一 ト4.00。一ｵ,oaoト4脚 一 トa,000-一十 一2脚
18,000-一一 一a-4ρ。0-十1働1-4ρooHト ー5,000一
展 示 間 口
駟
くらしと民具 教 育 載前 の教科霞伊丹市のあゆみ 近代の産業 近世の村と町 現在の伊丹市域伊丹郷町模型 酒 造 り の 道 具
近uの文=r一榔回船 伊丹の酒造り 中世の伊丹 /
6分 187秒
ρ
O 00 ⑤ 小学2男
i
7 ias ⑪ 0 ⑪ ⑲ 0 0 ③ 8 2
7 218 ⑱ ⑯ ⑳ 0 0 0 8 8
14 466 ⑳ ⑮ ●o ⑭ o● ⑰ ④ ㊥ ⑭ 8 4
zz ss7 15 ⑱ ⑳ ⑳ ⑱ ⑬ ⑮ ② ⑮ ⑳ ⑮ ⑧ ⑲ ⑪ ⑮ 0 ay6
2 se 0 0 0 0 2女 s
z 86
ay7
s 184 0 ⑮ ○ ○ O 0 ⑤ ・ ⑭ ⑤ 4男 8
6 222 0 ⑯ ⑮ ⑯ ⑯ 0 4 9
io sis ⑳ ⑳ 0 ⑲ ③ ⑳ ㊨ ⑰ 4 io
8 284 0 ⑭ O ⑥ 0 ⑭ ⑤ 4 u
9 288 ⑱ ⑲ 0 00 o● 6 12
16 698 ⑲ ⑳ ⑬ ooO 0 ⑯ ⑮ 愈 ⑳ O 00 ⑥ 000 m 6 is
s 158 ⑳ ⑳@ s is
4 67 0 0 ⑯ 6 16
5 88 OO ⑮ 0 ⑳ 0 0 s is
5 226 o●o ⑱ ⑮ ⑮ ⑮ 6響 17
s 179 ⑳ 0 ⑫ 0 4女 16
5 171. @ O ⑫ ⑳ ⑳ 0 0 4 is
is 408 ⑪ 0 ⑫ ⑳ ⑳ ⑰ ⑥ 0 0 0
4 2D
s 162 0 0 0 ⑳ ⑯ ⑪ ② ⑨ ⑯ ② 0 ⑥ 6 zi
8 270 19Q ⑮ ⑲ ⑥ ⑰ ⑥ ●o
1
6 22





4 iza 0 ⑳ ⑳ 6 以
22 720 ⑮ c ⑮ ⑤ ⑳ ⑮ ● ● ○● ⑥ 0 0 ysy25
24 i,sva ⑳ ⑩ o● ●● ⑯@ 0 ⑮ ⑮ ㊨ m IL 00 000● ⑳ ⑳ ⑯ ⑭⑮ ⑳ ③ 中学1男 跪
4
1齒







186 ⑳ ⑭ 0 0 0 1女29
7
■
t7s o. ⑤ ⑫ ㊧ ① ④ 0 OOO 0 OO ① ⑤ ① .3↓80
*8,8分ホ290秒 10.8 19.2 28.6 9.0 1.4 18.7 8.0




伊 丹 市立 博物館 〈展 示 ブロ ック別接触時 間〉表 か ら
①.上 部平面 図は展 示面積 を示 す。(面積 当 り効 果が算出 で きる。)②。表は右
か ら左へ利用者 の流 れに沿 って作成 して ある。③ 。○ の 中の数字 は接触 時間(
秒)を 示 し展示物 毎 に測定値 を入 れて ある。(歩行時 間 は除 く)④.最 下段 の数
値 は接触時 間合 計 をサ ンプル数(30)で 除 した もので展 示 ブロ ック毎の展 示効
果 を示 す指標 となる。例 えば右 か ら2番 目の 「食物環」 パ ネル展示 を見 たの は
30人中2人 のみで,し かも1人 は2秒 で ある。接触指標 は0.7であ るが実際 に
読 んだ有効接触者 は1で,こ のパ ネル展示 の有効接触 率は3.3%である。
・右 か ら5番 目の 「昆陽地の生物」 の接触指標 は35.1の最高値 で満足 すべ き効果
を示 した とい える。⑤.最 左側 の欄 は館 内滞留時 間 を示す。平均8.8分 で その
右側 のサ ンプル別接触 時間合計 の平均290秒は あ まりにも少 ない。
展示効果測 定法の実例一2
〈京都市 青少年科学 セ ンター〉
調査期 間 昭和52年8月17日～8月22日(調 査1,2)
昭和53年7月21日(調 査3)
調査対象 調査1)入 館者全 員
調査2,3)小 学2年 生 ～中学3年 生(無 作為抽 出)
調査方法 自然観 察法(一 部写 真撮影 及 び ビデオテー プレコー ダー使 用)
調査 目的 調査1)10分 毎 の展 示接触 人数
調査2)展 示 ブロ ック毎接触 時間
調査3)体 験展示 と表示 の関係
展 示場 は2・3階 にあ り,調 査1で は両階 に互 って調査 し,10分毎の接触 人
数 とその累積 によって1㎡ 当 り展 示経 費 に対す る展示効 果(接 触 人数)と 人気
度 を調べ た。
調査2は2階 のみ で学 習の ための所要時 間で ある接触期 待時 間 を基準 と して
























7 1 3 8 z 5 1 5 25 a.s 0.7
3 音声時計 1 1 4
.
3 2 3 z 4 z z 1 2 1
.
1 6 8 訂 ay.o 1.1
4. 曲 面鏡 9 3 102 3 7 4 4 s 5 z 5 5 5 1 s z 4 3 7 z 2 2 3 9 5 tm 11.93.1
5 パタノ.スコープ 9 5 6 8
1
8 1 1 1 2 4 5 5 5 2 2 2 2 樋 s.o is
s 触れると音の出る黒板 z
.
2 ai. 2 2 3 z z 2 a 1 1 器 llb 0.7
z アク囗パ ットマシン 12
I






23口i T口 8口 8 妬 1.9 1.3
9 .太賜の動き zo % z
l
u 5 3 2 io8 9 5 1 3 4 7 1 s 7 114 1 9 4 3 20 iw 8.0 4.6
10.髏瀞燃 劈 72 2
1




i 3 2 3 9 4.5 o.a
iz 電磁誘導から変圧器まで s 8 1 1 1 3. 2 2
.
1 z 1 17 s.a o.s
18水中でともる電灯 2
1
2 a 2 3 i 8 1 i 1 2 a 3 ゐ 12.50.7
14 吊りさがれる電磁石 s 4 1
.
4 8 9 5 4 s 4 5 4 108 4 s 1 3 8
「
3 2 i 80 13.32.3
is NKS磁石鉱 4 7 s
.






s 1 3 露口 7 i z 2 1 ss 8.0 i.s
17滑車の働き 9 8 125 8 124 4 4 zs6 4 5 s 9 6 7 9 4 9 1 3 8 a ioio2 9 8 178is.s5.1
is箱の中味は s 3 7
.
ioiia4 1 2 1 3 3 SO9 7 1 7 s 3 5 3 4 2 s 5 3 7 1 1 121zi.z3.6









10 3 3 3 6 9 a i 4 2 b 4 a 4 z 7　 4 15 a 81 8.1 2.3
21 ウィー フェルト地震計 3
.
1 2 2 5 1.7 o.i
22不 動 点 5 s
1
2 3 4 z 1 z 12星 4 芻 s.s o.s
23 外呼吸のしくみ 4
.
1 2 2 8 i 1 i 2 1 5 a 22 5.5 0.6
以 心臓の働きパルスメーター s 4 z 9 s 4 9 5 4 4 a 1 4 2 7 4 1 6 7 4 6 4 6 5 4 4 4 5 3 12「212 3.6
25 カブトガニ 9 1 3
■
.5 5 5 4 5 1 2 8口 5 7. S 1 z 52 5$ is
26 磯の動物 12 1 1 9
I
a z 3 2 1 3 7 2 z 1 5 8 2 2 1 50 4.2 1.4
27 貝の標本,.トビハゼ 4 4
1
4 8 2.0 o.z
28 DNA分子模型 1 1
■
a 4 4.0 o.i
29欝 と絶 体・鰍 11 a 1
1
z 2 a 1 1 is t.z o.a
ao にわとり発生器 9 5 18138 9 7 3 102 5 5 6 1 4 7 1 4 a a 11139 13616.139
錚
31 公齢聢 io i z z 4 z 1 12 1.2 o.a
82 レンズとカメラ 7 2 2
'os 一







継 真空放電と電子.磁石とテレビ画像 10 4 a 4 2 i 4 7 3
し
2 ao a.o o.s
85蜘 瞰 射能鉱吻F 6 a 2 2・ 1 1 1 z 12 2.0 0.3
痴 花火のしくみ a ol.準備中
一
留 光の屈折 20 2
,
1 4 4 4 1 3 a 1 4 2.1 3 3 5 5 5 7 58 2.9 1.7
38色 と光 8 1 1 7 2 z 1 4 8 3 a 8 2 3 2 2 a 1 2 a 2 50 16.T1.4





















40 電子式身長体重計 4 7 3 s 3 3 2 1 1 a 5 2 z z 4 z 3 4 8 7 7 3 1 2 8120.32.3
41 電気回路のABC小型化の科学 25
3 s s 8 2
1
3 4 7 5 s s 4 7 3 4 119 1 i 9 1 u 3 s 7 4 137 5.5 3.9
42
アルファベ'1トあて
二進法による数あて 10 3 3 5 4 1 3 5 3
1
105 9 1 6 5 5 s 5 4 a 2 8 5 128 3 3 1 a 18113.13.S
93 振動と波
ウェーブマシン
10 1 2 3 2
1
2 1 3 a 2 3 1 % 2.30.7
岨 振子のいろいろ 9 4 2
1
4 10 1.10.3
45 短い時間の測定 2 1 3 3 4 3
I
s s 5 3 3 4 5 1 3 z 3 4 5 4 5 s 2 7839.02.2
46 ストロボ 3 3
■
2 1 1 7 2.3 o.z
47 フレンネルレンズ
齟
6 3 2 4 2 2 1 3 17 28 o.s




50原子の.しくみ 10 3 4 8 2 z 5 7 z 1 z 1 4 6 1 1 3 4 6 57 5.7 i.s
51 PHと指示薬の色 5 1 1 3 1 1 1,
18
1.6 o.z
52 中和反応器 2 1 1 0.5 一




2 4 6 3 9 2 2 7 2 2 2 3 1 85 8b 2.4




55火成岩のいろいろ 4 1 1 1
1
1 i z 7 is o.z
$ 造岩鉱物の割合 4 8 2 2 2 1 2
1
1 8 1 3 1 2 i 盟 s.o 0.7
57 鉱物標本 22 3 2 2 7 3 1 s 1
1
3 4 2 34 1.6 i.o
58 化石 コーナー 32 2 2 .
.
1 1 s 0.2o.z
59 京都の自然地学標本 38 1 1 2 4 2
1
4 1 i 4 4 s 釣 0.8 0.9
so 京都の蝶,世界の蝶蝶のすみか zo 7 s 4 5 3 2 4 1
1
2 5 a 6 5 s 131 9 3 s 91 4.6 2.6




1 9 2.3・ 0.3
sz 立体パズル方陣あそび
3 2 2 1 4 5 2 4 8 7
.
i 6 3 8 1 4916.3 1.4
sa 鉄道模型 25 8口 8v2 z 2 1 9
帽
1 6 3 2 u
口
5 2 sz 2.5 1.8
磁 電話コーナー 22 1510166.5 9 8 is1318s 8 10
1
9 7 4 104 5 i 1410101110s 24111.0s.s
65 TV電話 10 9 108 3 5 4 4 6 4 4 9 6 4 5 毘 a 8 7 s 5 4 i 7 13413.4as














(注)i.()内の数字は演示解読時の人数を示す。4.A/Sは 展示面積 当りの接触人数 儂 示効率)
























率亘 2 3 4 5 6 7 8 9 10liiz13IQIS1617IS19202且2223別 ゐ 26n 路 器 罰
1 鏡のマジ7ク
秒60鴇 7567so2983303365457080206且 2393寵 8875546579ゐ 23go6330芻 認 fY53 16 ,553
3 III'時ar 4 s 9 7 5 7 s 5 4 5 6 7 6 S s 7 7 5 is176 5 is9 7 s 7 9 ll9 21 鼬 iao
4 il11蛎鏡 60 334245鍛 46 7 5us 1347訂 38 5 25isu 61906393ゐ 324745IS53ss駆 2047 7 お
5 パ タノ ス コー プ 30 zs且9iois323130 8 5 35IS田 認 8 67ssIS22u 45% 19置58239si3268zs95 15 50
6 触れると音の出る黒板 so zi
8 59IT 2 8 33由 484472813873655570ss134436504571105% 駆 676154 a 83
9 太陽の動 き (340)且77131615745ffi5zizi44086ioa45421801%zoo6569us138獅 留 146餠 215勿6 98置αr168139 0 0
io 地質時ieと生物の移肋巾り so 5 38
4855201531鉐 20 9 392620236t 17π 3217sz7865器 2369ISzs銘 3621 7 23
ii 摩擦電気 (10)3013 9 7 za郎 1318 s 137 is 7 zsis8 iv18訪 21 7 s 勿 llio8 134 9 14 匸9 63
iz 電磁認導から変圧器まで (300)450z 10
534397is242522且鎗3ego臨 3025以 2617511022 9 825ussz927985is1册 1 3
18 水中でともる




(so)% 芻 鼠 3280127嬲 5760ss1且3108uo191213ss 3田4 s 30221011134 661813n 12014 47
is NKS磁石鉱 30 zizo50943450ss
.










且7 瀞ドの働き 60 406589詔 80536531硲132Aso6525⑳ 457982254550m 鈴 8735218236vo99tti48 is 50










283047 9 3115訪 別 sz覧03734020別 2330四 n 7582431513 9 5812118IS3841 7(0)
23
(0)
22 不 動 点 (85)四 zo20路 39is323540154138105as65816852is20628895io79ss39193540 3 10
23外呼吸のしく
み














zo1幻 2555501589偽 30is62銘 始 1951718% 8 682且46112263721251534iszio 4(0)
13
(0)
浙 貝の標本 30 7 26 8 u 5 is14is30 8 16箆 銘 4 v u 7 18 5 417229173583us zs353540 9 30
28 DNA分子模型 w 1 s 2 1 1 a 1 z 7 3 10 3 S 5 a 4 8
4 3 2 5 1 s 3 5 4 8 4 IS3 2 6
29 細胞と染色体顕微鏡
so 15別 8 i7払 勿 5 is 9 743zi4015 8 5 31zs42a u iz 5 is四 421321 9 12 0 a
30 にわとり発生
圏
60 田 35% 30鵠iaoto22--36223565815539sosa178212跏 3253209824179器 93757444 16 53
(re)1.展'1ミ瓢2,7,8,21は サンプル数不足のため除外 した。
2.接 触期待時冊は測在員推定にょるが,()は 動約展4ミで決め られた時'Nである。 尚,パ ネルを見る時閥は人れてなもb
3.期 待到達数は設定時間以hの もの(到 達砦準の設定の しかたで変る)』
4.展 ・1ミ滋9は6小 弼か らu,て いて.そ れぞれ60秒 が必要d小 間を基準としてみる耽らf∫効敗23とuる 。
5.fi効接触率はレ(期待到達数をサ ンプル数で除したもの)XlOO
s.展 示蔽16.zo・26の スラィFiク スはio分 薗後の説明 とUるので・小 ・中学生のti.L利111Sは0であった。
(調査3)体 験展示 と表示の関係
〈箱の中味は?〉
この展 示 は 調 査1,
2に おいて判 る よ うに単
位 面積 当 りの効 果 も大 き
く,館 全体の なかで も累
積接触 の 多いもの に属 す
るが,さ らに観察 を深 め
ると,接 触 時間 が同 じで
も接触 内容 に違 いの あ る
こ とが判明 した。 なお調査 は ビデオ テープ レコー ダーによ る記録 で行 った。 こ
の展示 は写真 のよ うに上の 表示 を見 て試行 す る体験展示 であ るが,観 察 の結果 ,
40サンプルで表示 を見 なが ら行 為を した者47%。表示 を見ず に試行錯 誤的 に行
為 を して遊 んだだけの者53%と な り,女 子 の方 にこの傾 向が強 い。小 学生 が対
象 の わ りに表示 が高 く視点 の移 動量 の 多い ことが原 因 と考 えられる。 この調査
は接触 内容 の検討 と展 示の改良 を求 めてい る。
この他 に 「動 く展 示 と解説パ ネルとの関係」厂イラス ト入 り解説の レイァウ ト」
な ども調べ たが紙面 の関係 で割 愛す る。
6.ま と め
視聴 率 はテ レビ広 告 において その到達効 果 を数量的 に測 ることので きる信頼
性 の高 い指標 であ る。 デ ィスプ レイ分野 で も展 示空 間 と受容者 との接触 率 はテ
レビにおける視聴率 と同 じ性格 を持 つ と考 え,展 示効 果測 定の ひ とつ の指標 に
しよ うと した。具体 的 には博物館 の展 示現場 で調査 し,そ の数は延4333人とな
ってい る。 しか し,こ の実地調査 で は,対 象 とす る資料か らもっ と広 範囲 にあ
てはめ ることので きる一般的傾 向,つ まりすべ ての展 示空 間 に利用 で きる特別
一81一
有効 で便利 な展 示効 果向上法 は見つ か らなかった。 それは非常 に多様 な条件 が
互 い に影響 し合 う展示空 間で あ るからであ る。調査 は接触期 待時 間の設 定 とそ
れ によ る有効接 触率 の測 定,接 触 内容 め検 討 となったが,・これち が展示 効 果の
診断 と改 良のた めの有効 な方法 のひ とつ で あるこ とに間違 い ない との確 信 を得
た。ま た,今 回 の展示 と利 用者 の接触状 態 を調べ る過程 でい くつ もの展 示 の問
題 を発 見 し,筆 者 の15年に互 るエ キ ジビ ショ ン設計 の経験 を加 え,い ろい ろ改
善策 を思 いつ くこ とがで きた。 それは慎重 に利用者 の行動 を観 察 したか らこそ
可能 とな るので ある。
建築 に して も,工 業 デザイ ンに して も,店 舗 デザ イ ンに して も,人 聞 が使 用
す るもののデザ イ ンは,そ れ を使用す る立場 か ら考 える姿勢 を忘 れては な らず,
自 らがデザ イ ン した ものの効 果 を実際 にあ る期 間使用 された状態 で測定 し,評
価 して再 デザ イ ンへ のフ ィー ドバ ックとすべ きで あろ う。
終 りにあたって,調 査 した各博 物館 にご理解 を頂 き,調 査 が順調 に進 め られ
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